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し
た
。
事
件
発
生
か
ら
四
十

一
年
、
数
々
の
謎
と
疑
問
を

抱
え
た
ま
ま
、
袴
田
巌
さ
ん

と
弁
護
団
の
提
出
し
た
新
証

拠
は
無
視
さ
れ
た
。 

一
審
の
静
岡
地
裁
で
死
刑

判
決
に
関
わ
っ
た
元
裁
判
官

が
「
彼
の
無
罪
を
確
信
し
た

が
、
他
の
判
事
二
人
が
有
罪

と
判
断
し
た
の
で
、
二
対
一

で
死
刑
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
も
判
決
文
執
筆
は

慣
例
に
よ
り
当
番
の
自
分
だ

っ
た
」
と
懺
悔
の
告
白
を
し

た
ば
か
り
だ
っ
た
。 

再
審
開
始
か
ら
二
六
年

目
、
日
弁
連
や
日
本
プ
ロ
ボ

ク
シ
ン
グ
協
会
は
じ
め
全
国

的
に
支
援
の
輪
が
広
が
り
始 

主
張 

最
高
裁
は
「
袴

田
事
件
」
の
再

審
請
求
を
棄
却 

め
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。 

多
く
の
冤
罪
事
件
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
警
察
の
留
置

場
と
い
う
密
室
で
、
長
時
間

に
わ
た
り
、
拷
問
と
も
思
え

る
過
酷
な
取
調
べ
や
強
引
な

自
白
強
要
に
よ
り
調
書
が
作

ら
れ
る
。
袴
田
事
件
も
例
外 

      

で
は
な
か
っ
た
。 

自
白
調
書
全
四
五
通
の
う

ち
、
裁
判
所
は
四
四
通
を
強

制
的
・
威
圧
的
な
影
響
下
で

の
取
調
べ
に
よ
る
等
の
理
由

で
証
拠
と
し
て
認
め
ず
、
検

察
官
作
成
の
調
書
一
通
だ
け

が
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
た 

 

三
島
市
東
本
町
の
測
候
所
跡
地
に
建
設
予
定
さ
れ
て
い
た
、
十
三
階
建
て
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
地
元
自
治
会
や
気
象
観
測
の
継
続
を
求
め
て
い
た
市
民
団
体
（
グ
ラ

ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
）
の
強
い
反
対
運
動
に
よ
り
、
建
設
業
者
は
計
画
中
止
を
決
定
し
た
。
新
聞

等
の
報
道
に
よ
る
と
、
土
地
を
所
有
す
る
業
者
マ
リ
モ
と
「
反
対
」
を
訴
え
る
地
元
自
治
会
な

ど
が
三
月
二
十
一
日
、「
建
設
取
り
や
め
」
な
ど
を
確
認
し
、
覚
書
を
交
わ
し
た
。
今
後
は
業
者

側
と
自
治
会
等
が
協
力
し
て
市
な
ど
行
政
側
に
取
得
を
働
き
か
け
る
予
定
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

三
島
市
は
財
政
事
情
が
厳
し
い
中
、
土
地
の
買
い
取
り
は
難
し
い
と
の
姿
勢
で
あ
る
。 

が
、
そ
れ
も
疑
問
だ
ら
け
だ

っ
た
。 

 

犯
行
を
頑
強
に
否
認
し
て 

い
た
袴
田
さ
ん
は
勾
留
期
限

の
三
日
前
に
、
否
認
か
ら
自

白
に
転
じ
た
と
さ
れ
る
が
、

第
一
回
公
判
で
は
起
訴
事
実

を
全
面
否
認
し
、
以
後
は
一 

      

貫
し
て
無
実
を
主
張
し
て
い

る
。
自
白
で
は
パ
ジ
ャ
マ
が

犯
行
着
衣
と
し
て
い
た
が
、

一
年
後
に
付
近
の
味
噌
樽
か

ら
「
五
点
の
衣
類
」
が
発
見

さ
れ
、
裁
判
で
は
こ
れ
が
犯

行
着
衣
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

容
疑
者
が
着
て
い
た
と
さ
れ 

 

 

去
る
、
三
月
十
六
日
、
四

国
の
国
鉄
闘
争
団
に
所
属
す

る
中
野
勇
人
さ
ん
が
、
自
転

車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
三
島
・

沼
津
を
通
過
し
た
。 

元
々
、
中
野
さ
ん
は
、
北

海
道
出
身
の
元
国
鉄
労
働

者
。
国
鉄
採
用
二
年
後
、
分

割
民
営
化
が
行
わ
れ
た
。
今

か
ら
二
十
一
年
前
の
こ
と
。 

 

彼
は
採
用
後
、
ま
も
な
く

国
鉄
労
働
組
合
に
加
入
し
、

青
年
部
の
役
員
を
や
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
国
労
を
嫌
う
当

時
の
国
鉄
当
局
は
彼
を
含

め
、
多
く
の
組
合
員
を
Ｊ
Ｒ

採
用
名
簿
か
ら
は
ず
し
た
。 

当
時
、
国
鉄
内
に
は
幾
つ

か
の
組
織
の
違
う
組
合
が
あ 

 

測候所跡地の高層マンション計画 

業者は建設中止 
市には地元の不安解消の策はあるのか？ 

       

し
た
の
に
驚
い
た
。当
る
と
は
思

わ
ぬ
ま
ま
抽
選
を
待
っ
て
い
た

ら
、ト
ラ
毛
模
様
で
器
量
良
し
の

子
猫
が
当
っ
た
。 

▼
犬
よ
り
猫
が
い
い
、身
体
も
小

型
だ
し
狭
い
部
屋
に
は
都
合
が

い
い
。上
目
使
い
に
ご
主
人
様
の

ご
機
嫌
を
伺
う
犬
は
余
り
好
き

に
な
れ
な
い
。
子
供
の
頃
、
噛
ま

れ
た
こ
と
も
あ
る
。 

▼
そ
れ
と
、も
う
大
分
昔
の
こ
と

だ
が
、
職
場
の
労
使
対
立
で
「
犬

で
も
三
日
餌
を
や
れ
ば
恩
を
感

じ
る
が
、
あ
ん
た
は
何
だ
！
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

点
、
猫
は
自
由
気
ま
ま
に
、
他
人

様
の
恩
な
ど
振
り
向
き
も
し
な

い
。 

▼
も
う
一
つ
、
猫
好
き
な
理
由

は
、
小
学
生
の
頃
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
で
「
ア
メ
リ
カ
ラ
イ
オ
ン
・

ピ
ュ
ー
マ
」
を
見
た
。
銃
を
持
つ

人
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、け
な

げ
に
子
育
て
を
し
な
が
ら
生
き

抜
く
姿
に
感
動
し
た
の
を
思
い

出
す
。 

▼
生
ま
れ
て
四
ケ
月
、兄
弟
三
匹

が
引
き
離
さ
れ
た
。家
に
連
れ
帰

っ
た
が
、お
ど
お
ど
し
て
餌
も
水

も
見
向
き
も
し
な
い
。引
き
離
さ

れ
た
親
兄
弟
を
探
し
て
い
る
の

か
、猫
ジ
ャ
ラ
シ
で
遊
び
に
誘
っ

て
も
反
応
が
無
い
。 

▼
四
、
五
日
し
て
、
こ
の
ま
ま
だ

と
衰
弱
死
し
て
し
ま
う
か
も
知

れ
な
い
と
思
い
、近
く
の
犬
猫
病

院
に
連
れ
て
行
っ
た
。獣
医
に
よ

る
と
、ど
う
や
ら
風
邪
を
引
い
て

い
た
様
子
、抗
生
物
質
と
栄
養
剤

の
点
滴
を
打
っ
て
も
ら
っ
た
。 

▼
翌
朝
起
き
る
と
、今
ま
で
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
餌
を
食
べ
始

め
た
。一
週
間
が
過
ぎ
る
頃
に
は

す
っ
か
り
な
つ
い
て
き
た
。
夜

中
、寝
て
い
る
と
ご
主
人
様
の
布

団
に
も
ぐ
り
込
み
、腕
を
枕
に
寝

込
み
始
め
る
。そ
ん
な
子
猫
で
寝

返
り
も
打
て
ず
、暫
く
睡
眠
不
足

が
続
く
。 

 

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
に
で

か
け
犬
・
猫
の
里
親
募

集
に
参
加
し
た
。
行
っ

て
見
れ
ば
五
〇
人
を
越

す
大
勢
の
人
だ
か
り
、

数
匹
の
子
犬
、
子
猫
に

こ
れ
だ
け
の
人
が
殺
到 
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員
会
で
こ
の
問
題
が
争
わ

れ
、
当
局
側
の
不
当
労
働
行

が
認
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、 

国
鉄
を
引
き
継
い
だ
Ｊ
Ｒ
各

社
は
、
今
も
こ
の
不
正
義
を

改
め
よ
う
と
し
な
い
。 

 

当
時
の
中
曽
根
首
相
は
国

会
答
弁
で
「
国
鉄
分
割
民
営

化
で
一
人
の
労
働
者
も
路
頭

に
迷
う
こ
と
の
な
い
解
決
を

目
指
す
」
と
し
て
い
た
が
、

約
束
は
今
も
っ
て
守
ら
れ
て

い
な
い
。
既
に
四
七
名
が
他

界
し
、
残
さ
れ
た
者
は
、
赤

貧
の
中
で
地
位
を
求
め
て
闘

っ
て
い
る
。
不
採
用
に
な
っ

た
も
の
は
高
齢
化
し
、
今
、

一
刻
も
早
い
政
治
解
決
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

守
り
通
そ
う
と
す
る
警
察
・

検
察
・
裁
判
官
の
保
身
と
傲

慢
が
輪
を
か
け
る
。 

一
九
四
〇
年
代
か
ら
六
〇

年
代
、
静
岡
県
は
冤
罪
の
デ 

パ
ー
ト
と
い
わ
れ
た
。
幸
浦
、

小
島
、
二
俣
、
島
田
、
丸
正
、

袴
田
の
各
事
件
が
そ
う
だ
。 

そ
の
一
つ
、
丸
正
事
件
は

一
九
五
五
年
に
三
島
で
発
生

し
、
再
審
請
求
中
に
元
被
告

の
死
亡
で
打
ち
切
ら
れ
た
事

件
だ
が
、
有
罪
の
根
拠
は
、

元
被
告
二
人
の
自
白
調
書
、

現
場
近
く
で
彼
ら
の
ト
ラ
ッ

ク
を
目
撃
し
た
と
す
る
某
の

証
言
、
そ
し
て
兇
器
と
さ
れ

た
手
拭
い
、
の
三
つ
だ
っ
た
。

し
か
し
、
自
白
調
書
は
誘

導
・
強
制
の
産
物
と
見
な
さ

れ
、
目
撃
証
言
は
変
転
に
変

転
を
重
ね
裏
付
け
証
拠
が
な 

 

る
ズ
ボ
ン
は
小
さ
過
ぎ
て
袴

田
さ
ん
に
は
は
け
な
い
。
警

察
に
よ
る
捏
造
が
疑
わ
れ

た
。
だ
が
、
最
高
裁
は
こ
の

重
要
な
物
証
を
「
捏
造
に
非

ず
」
と
し
て
今
回
の
棄
却
決

定
の
主
要
な
証
拠
と
し
た
。 

警
察
の
ず
さ
ん
な
捜
査
や 

      

デ
ッ
チ
ア
ゲ
に
よ
る
冤
罪
事

件
は
後
を
絶
た
な
い
。
最
近

で
は
鹿
児
島
県
志
布
志
の
選

挙
違
反
事
件
、
富
山
や
御
殿

場
の
婦
女
暴
行
事
件
な
ど
。

一
度
犯
人
に
仕
立
て
ら
れ
る

と
、
無
実
を
証
明
す
る
の
は

至
難
の
業
。
司
法
の
権
威
を 

 

の
間
で
建
設
中
止
の
話
し
に

な
っ
た
。 

 

覚
書
の
内
容
は
、
一
．
自

治
会
、
市
民
団
体
、
業
者
の

三
者
は
気
象
観
測
所
の
存
続

に
協
力
し
て
取
り
組
む
。二
．

三
者
は
三
島
市
及
び
行
政
、

そ
の
他
の
機
関
に
土
地
取
得

を
協
力
し
て
働
き
か
け
る
。

三
．
三
島
市
等
へ
の
売
却
が

出
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
業

者
に
よ
る
第
三
者
へ
の
売
却

に
干
渉
し
な
い
と
の
こ
と

で
、
期
限
は
七
月
ま
で
で
あ

る
。 

   

今
後
は
関
係
者
が
望
む
、

「
三
島
市
の
土
地
購
入
」
が

焦
点
に
な
る
。
し
か
し
「
お

金
が
な
く
購
入
で
き
な
い
」

と
の
市
の
基
本
姿
勢
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。 

そ
こ
で
一
つ
の
提
案
と
し

て
、
①
こ
の
土
地
を
『
三
島 

 

 

こ
の
問
題
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、風
向
、

風
速
、
日
照
時
間
等
で
気
象

観
測
が
困
難
と
な
り
、
静
岡

気
象
台
は
他
に
移
転
を
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
た
と
の

こ
と
。も
し
建
設
さ
れ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
七
〇
年
以
上
の
歴

史
と
蓄
積
さ
れ
た
貴
重
な
気

象
観
測
デ
ー
タ
ー
が
無
駄
に

な
る
。
ま
た
、
三
島
発
の
気

象
情
報
が
テ
レ
ビ
か
ら
消
え

か
ね
な
い
と
し
て
、
多
く
の

三
島
市
民
が
心
配
し
て
い
た

こ
と
で
も
あ
っ
た
。 

 

当
初
、
業
者
側
は
強
気
の

姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
急
遽
、

地
元
自
治
会
や
市
民
団
体
と 

 

に
、
三
島
市
は
旧
測
候
所
建

物
部
分
の
土
地
、
六
七
六
㎡

を
坪
三
七
万
円
ほ
ど
で
買
っ

て
い
る
と
聞
く
。）
た
だ
、
三

島
市
の
土
地
開
発
公
社
は
人

手
不
足
や
宅
地
分
譲
等
の
未

経
験
な
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

点
で
補
強
策
も
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
せ
っ
か
く
地
元

自
治
会
や
市
民
団
体
の
努
力

が
実
り
、
そ
し
て
、
こ
こ
ま

で
業
者
が
折
れ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
円
満
解
決
の
為
に

も
、
小
池
市
長
の
英
断
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。 

  

公
共
用
地
、
公
用
地
等
の
取

得
、
管
理
、
処
分
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
地
域
の
秩
序
あ 

 

る
整
備
と
市
民
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、『
公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律
』（
昭
和
四
七

年
法
律
第
六
六
号
）
の
規
定

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法

人
。
土
地
価
格
が
右
肩
上
が

り
時
代
に
購
入
し
た
『
塩
漬

け
土
地
』
が
、
価
値
を
大
幅

に
低
下
さ
せ
て
い
る
問
題
も

あ
り
、「
土
地
開
発
公
社
の
任

務
は
終
わ
っ
た
」
と
の
考
え

方
も
あ
る
。 

『
三
島
市
函
南
町
土
地
開
発

公
社
』（
理
事
長
・
小
池
正
臣
）

は
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四

八
年
）
に
設
立
さ
れ
、
一
九

九
八
年
（
平
成
十
年
）
に
函

南
町
が
加
わ
り
現
在
の
名
称

に
変
わ
っ
た
。 

丸
正
事
件
と
同
じ
く
、
新
証
拠
か
ら
目
を
そ
ら
し 

 

最
高
裁 

袴
田
事
件
の
再
審
請
求
棄
却
！ 

３・２４ 

い
。
唯
一
の
物
証
た
る
手
拭

い
を
元
被
告
の
持
物
と
断
定

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
自
白
と
証
言

に
頼
っ
て
有
罪
が
下
さ
れ

た
。
だ
か
、
袴
田
事
件
に
つ

い
て
の
今
回
の
最
高
裁
決
定

の
論
理
に
従
え
ば
、
明
ら
か

に
無
罪
・
冤
罪
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
決
定
は
「
自
白
以
外

の
証
拠
＝
物
証
だ
け
で
袴
田

を
犯
人
と
認
定
」
し
た
が
、

丸
正
事
件
で
は
唯
一
の
物
証

で
あ
る
手
拭
い
の
行
方
が
解

明
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

明
ら
か
な
冤
罪
だ
。 

冤
罪
は
他
人
事
で
は
な

い
。
何
時
、
自
分
の
身
に
降

り
か
か
る
か
も
知
れ
な
い

し
、
冤
罪
を
つ
く
る
の
は
弱

者
へ
の
無
関
心
だ
。 

（
編
集
人
） 

 

三
島
市
の
土
地
購

入
は
可
能
か
？ 

「土
地
開
発
公
社
」と
は 

国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問
題
を
訴
え 

四
国
か
ら
自
転
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

市
函
南
町
土
地
開
発
公
社
』

で
購
入
す
る
②
道
路
を
付
け

十
区
画
位
に
分
け
、
住
宅
用

地
と
し
て
市
民
に
売
却
す

る
。 不

動
産
関
係
者
に
意
見
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
土
地
開
発

公
社
が
土
地
分
譲
を
目
的
に

土
地
を
買
い
取
り
、
区
画
整

理
し
て
売
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。 

問
題
は
採
算
が
取
れ
る
か

ど
う
か
で
あ
る
が
、
仮
に
敷

地
面
積
二
三
〇
五
㎡
の
二

五
％
、
五
七
六
㎡
を
道
路
分

と
分
譲
ま
で
の
諸
経
費
に
充

て
る
と
し
、
不
動
産
業
者
の

話
し
で
は
、
売
価
は
「
市
街

地
の
土
地
が
見
直
さ
れ
、
需

要
が
多
い
。
坪
当
た
り
五
五

万
円
位
で
買
い
手
は
あ
る
は

ず
」
と
い
う
。 

こ
の
数
値
を
基
に
逆
算
す

る
と
、
坪
四
一
万
円
で
土
地

を
購
入
で
き
れ
ば
、
収
支
は

と
ん
と
ん
に
な
る
。 

業
者
も
国
か
ら
公
募
で
土

地
を
買
っ
て
い
る
の
で
、
相

場
よ
り
高
く
買
っ
て
い
る
こ

と
は
想
像
で
き
る
が
、
坪
四

一
万
円
以
上
は
有
り
得
る
だ

ろ
う
か
？
（
業
者
は
買
値
を

公
表
し
て
い
な
い
。
ち
な
み 

 

っ
た
。
そ
の
う
ち
、

国
鉄
当
局
の
意
に
沿

わ
な
い
組
合
の
メ
ン

バ
ー
は
意
図
的
に
Ｊ

Ｒ
採
用
名
簿
か
ら
は

ず
さ
れ
た
。 

 

そ
の
数
は
全
国
で

一
〇
四
七
名
に
の
ぼ

っ
た
。
組
合
の
所
属

の
違
い
に
よ
る
明
ら

か
な
「
不
当
労
働
行

為
」、労
働
組
合
法
違

反
で
あ
る
。そ
の
後
、

全
国
各
地
の
労
働
委 

3月２１日、覚書締結のようす（グランドワーク三島より借用） 
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